
①
八
頭
・
若
桜
と
日
本
風
景
街
道 

「
新
因
幡
ラ
イ
ン
」
の
取
組
み 

 
 皆

さ
ん
は
八
頭
・
若
桜
町
を
走
る
国
道
29
・
482
号
が

国
土
交
通
省
の
「
日
本
風
景
街
道
」
に
【
新
因
幡
ラ
イ

ン
】
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

 

こ
の
制
度
は
、
道
路
を
活
用
し
た
地
域
活
動
や
観
光

振
興
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
も
の
で
、
同
ラ
イ

ン
は
平
成
28
年
３
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

沿
線
に
お
け
る
景
観
形
成
に
関
す
る
取
組
の
不
足
や
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
屋
外
広
告
物
も
あ
る
こ
と
等

か
ら
、
地
域
の
原
風
景
を
守
る
「
行
動
計
画
」
を
県
や

沿
線
自
治
体
等
が
連
携
し
て
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
。 

                
   

令和元年夏号 
発行元 

八頭町関西事務所 

〒530-0001 

大阪市北区梅田 1-1-

3-2200 

大阪駅前第３ビル 22階 

鳥取県関西本部内 

電話 

０９０-１６８８-０３０８ 

ファクシミリ 

０６-６３４１-３９７２ 

八
頭
町
関
西
事
務
所
だ
よ
り 八頭町関西事務所                            令和３年夏号 

令和３年夏号 
「
再
起
を
懸
け
、
大
阪
か
ら
宝
塚
へ
」 

  

大
阪
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
・
北
浜
で
、
鳥
取
の
郷
土

料
理
を
提
供
し
て
い
た
が
、
３
月
に
店
を
畳
ん
だ
。

最
後
の
客
を
送
り
出
す
と
、
悔
し
涙
が
溢
れ
出
た
。

「
誰
に
対
し
て
で
は
な
く
、
た
だ
悔
し
く
て
…
」 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
煽
り
を
受
け
て
客
足
が
遠
の

き
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
も
客
席
は
埋
ま
ら
な
い
ま

ま
。
費
用
対
効
果
を
考
え
て
撤
退
を
決
め
た
。
と
は

い
え
、
２
０
０
３
年
開
業
以
来
の
顧
客
名
簿
は
４

千
人
に
上
り
、
料
理
の
味
を
褒
め
て
く
れ
た
声
を

思
い
出
す
と
「
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
」
と
意

地
も
湧
く
。
再
起
を
懸
け
、
宝
塚
市
で
７
月
に
新
店

舗
を
構
え
る
意
向
だ
。 

歌
劇
の
街
で
知
ら
れ
る
宝
塚
だ
が
、
新
店
舗
の

予
定
地
は
、
か
ま
ど
の
神
様
「
荒
神
さ
ん
」
の
お
膝

元
。
阪
急
清
荒
神
駅
前
で
、
２
階
建
空
き
店
舗
の
改

装
を
進
め
て
い
る
。 

宝
塚
の
姉
妹
都
市
が
松
江
市
の
た
め
、
新
店
舗

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
山
陰
の
あ
じ
」。
戦
国
武 

将
だ
っ
た
「
山
陰
の
麒
麟
児
」
山
中
鹿
介
の
長
男
（
山

中
新
六
幸
元
）
が
手
掛
け
た
清
酒
発
祥
の
地
・
伊
丹
市

の
地
酒
も
取
り
寄
せ
話
題
性
を
高
め
る
。
併
せ
て
境

港
に
水
揚
げ
さ
れ
る
ア
ジ
の
フ
ラ
イ
を
目
玉
に
ラ
ン

チ
や
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
も
充
実
さ
せ
る
。 

 

八
頭
町
出
身
。
八
頭
高
野
球
部
に
所
属
し
、
３
番
レ

フ
ト
だ
っ
た
。
桃
山
学
院
大
で
は
空
手
部
。
カ
ン
フ
ー

映
画
「
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
」
の
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
に
憧
れ

て
い
た
。
愛
読
書
は
野
球
漫
画
「
あ
ぶ
さ
ん
」(

水
島

新
司
作)

。
現
在
は
、
リ
ハ
ビ
リ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

た
め
「
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
宝
塚
」
に
通
っ
て
い
る
。

将
来
の
夢
は
、
妻
信
江
さ
ん
と
の
海
外
旅
行
。 

       

（
以
上
、
日
本
海
新
聞
掲
載
記
事
） 

八頭町大門地内での 

ガードパイプ塗り作業 

関
西
八
頭
町
会
・
白
岩
会
長
が
「
と
っ
と
り
ゆ
か
り
の
店
・
郷
音
」
の
主
人
と
し
て
、

5

月
20

日
付
の
日
本
海
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
他
、
夏
号
で
は
ふ
る
さ
と
の
取
組
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。
今
後
も
配
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
記
事
を
見
て
ふ
る
さ
と
を
想
起
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 



②
「
八
東
ふ
る
里
の
森
」
の
新
し
い
動
き 

 
 

 

今
年
の
４
月
28
日
、
扇
ノ
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
「
八
東
ふ
る
さ
と
の
森
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

管
理
棟
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
施
設
の
改
修
の
ほ

か
、
浮
遊
感
や
開
放
感
が
味
わ
え
る
「
空
中
テ

ン
ト
」
、
友
人
た
ち
と
語
ら
い
な
が
ら
汗
を
流

せ
る
「
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
」
、
気
軽
に
食
事
や
飲
み

物
を
楽
し
め
る
「
森
の
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
新
し

い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
増
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
５
月
に
は
地
域
の
農
業
生
産
者
や
観

光
事
業
者
と
と
も
に
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ

る
事
業
と
し
て
、
「
八
東
ふ
る
里
の
森
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
観
光
庁
の
支
援
対

象
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ふ
る
里
の
森

の
魅
力
を
観
光
地
と
し
て
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
理
念
の
下
で
地
域
内
で
の
連
携
を
深
め
、
交

流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
今
の
時
代
に
、
ふ
る
里
の
森
の
よ
う

な
密
集
・
密
接
を
避
け
ら
れ
る
施
設
が
改
め
て

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
頭
町
で
起
こ
っ
て
い

る
新
た
な
取
組
み
に
、
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く

だ
さ
い
。 

                               
 お問い合わせ：八頭町関西事務所 小林茂則 

 電話：090-1688-0308 ﾌｧｸｼﾐﾘ：06-6341-3972 

 電子ﾒｰﾙ：kansai-yazu@opal.ocn.ne.jp 

 http://www.town.yazu.tottori.jp/ 

※
掲
載
の
詳
し
い
情
報
は
、 

八
頭
町
関
西
事
務
所
へ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

八頭町関西事務所                            令和３年夏号 

やずちょう 👉  検索 

八
頭
・
若
桜
の
両
町
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
い
て
景
観
へ
の
配
慮
が
必
要
な
広

告
物
・
植
栽
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
、
改
修

等
を
し
て
い
き
ま
す
。 

今
後
は
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
色
を
濃
い

茶
色
に
統
一
し
た
り
、
景
観
を
さ
ら
に
楽

し
め
る
よ
う
道
の
駅
の
施
設
整
備
な
ど

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

鳥
取
道
の
開
通
に
よ
り
、
関
西
方
面

か
ら
の
帰
省
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
国
道
29
号
の
交
通
量
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
折
に
は
「
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
」
の
先
取
と
し
て
29
号
を

利
用
し
、
昭
和
の
趣
が
残
る
景
色
を
堪

能
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 八東小学校児童による 

「緑の少年団」の活動 

浮遊感や開放感が味わえる 

「空中テント」 

「ヤマメバーガー」などが 

食べられる「森のカフェ」 

３密を避けて遊ぶことができる

公園内の渓流 


